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（
五
十
音
順
） 新

任
　
　
　
　
　
　
　
　

新
任

　令和５年６月６日（火）高槻城公園芸術文化劇場　太陽ファルマテックホールにおいて、令和
５年度定時総会が、構成会員数1,043名、特別会員1名の合わせて1,044名中、出席者143名、
委任状及び議決権行使書提出者650名により、開催されました。
　隈部英幸理事長の挨拶の後、会議では「令和４年度事業報告について」をはじめ５議案の
他、報告事項２件について、満場の拍手により承認されました。
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理
事
長
挨
拶

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
理
事
長
の

隈
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
公
益
社
団
法
人
高
槻
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
新
築
と
な
っ
た
こ
こ
高
槻

城
公
園
芸
術
文
化
劇
場
に
、
こ
の
様
に

多
く
の
会
員
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
頂

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
当
セ

ン
タ
ー
の
事
業
な
ら
び
に
運
営
に
、
ご

参
加
・
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

私
た
ち
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
昨
年
８
月
27
日
に
設
立
40
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
定
時
総
会
の
後
、「
設

立
40
周
年
記
念
式
典
」
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
き
に
わ
た
り
ま
し

て
当
セ
ン
タ
ー
が
地
域
社
会
に
貢
献
さ

せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
の
も
、
偏
に
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
並
び
に
高
槻
市
・

高
槻
市
議
会
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
と
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
後
ほ
ど
議
題
に
供
し
て
お
り

ま
す
が
、
令
和
４
年
度
の
会
員
数
・
事

業
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
り
ま
し
て
、
厳
し

い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
に
入
り
ま
し

て
政
府
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
、
マ
ス

ク
着
用
の
見
直
し
、
５
月
８
日
に
は
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
を
２
類
相
当
か

ら
５
類
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
当
セ

ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
も
、
数
々
の
課
題

は
あ
る
も
の
の
、
高
齢
者
の
方
々
が
、

就
業
を
通
し
て
、
社
会
参
加
に
よ
る
自

ら
の
生
き
が
い
の
充
実
や
健
康
の
維
持

を
図
る
と
い
う
取
組
み
を
一
段
と
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
更
な
る
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様

・
ご
家
族
の
皆
様
の
„
ご
活
躍
と
ご
健

勝
“
、
そ
し
て
本
日
ご
参
加
の
皆
様
の

„
ご
多
幸
“
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理事長

隈 部 英 幸

　

令
和
５
年
６

月
６
日（
火
）午

後
１
時
30
分
か

ら
令
和
５
年
度

定
時
総
会
を
、

高
槻
城
公
園
芸

術
文
化
劇
場
太

陽
フ
ァ
ル
マ
テ

ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
構
成
会
員

数
１
，
０
４
３
名
、
特
別
会
員
１
名
、

合
わ
せ
て
１
，
０
４
４
名
中
、
出
席

者
及
び
委
任
状
に
よ
る
代
理
出
席
及

び
議
決
権
行
使
書
を
提
出
さ
れ
た
合

計
７
９
３
名
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

蓮
井
理
事
の
開
会
の
言
葉
、
隈
部

理
事
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
今
期
を

も
っ
て
監
事
及
び
地
域
委
員
を
退
任

さ
れ
る
３
名
の
方
に
表
彰
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
関
係
機
関
か
ら
の
祝
辞

披
露
の
の
ち
、
薦
田
副
理
事
長
を
議

長
に
選
出
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
「
令
和
４
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
」
、
議
案
第
２
号

「
令
和
４
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び

に
監
査
報
告
に
つ
い
て
」
、
議
案
第

３
号
「
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

に
つ
い
て
」
、
議
案
第
４
号
「
理
事

の
選
任
に
つ
い
て
」
、
議
案
第
５
号

「
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
」
は
事
務

局
の
説
明
の
あ
と
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
報
告
第
１
号
「
令
和

５
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」
、
報

告
第
２
号
「
令
和
５
年
度
収
支
予
算

に
つ
い
て
」
が
事
務
局
か
ら
説
明
さ

れ
、
長
縄
理
事
の
閉
会
の
言
葉
を
も

っ
て
定
時
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
理
事
会
が

行
な
わ
れ
、
理
事
長
に
隈
部
英
幸
氏
、

副
理
事
長
に
薦
田
優
子
氏
、
常
務
理

事
に
田
中
之
彦
氏
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
５
年
度

受付の様子

会場の様子
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公
益
社
団
法
人 

高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
40
周
年
記
念
式
典

の
ご
開
催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
高
槻
市
を
代
表
し
、
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
列
席
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら

市
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
、
設
立
40
周
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
法
人
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和

57
年
の
設
立
以
来
、
設
立
理
念
の
「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
も
と
、

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
、
持
て
る

能
力
と
培
わ
れ
た
経
験
・
技
術
を
生
か

し
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
や
、
人
と

人
と
の
繋
が
り
を
実
感

で
き
る
場
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

高槻市長

濱 田 剛 史

市
長
挨
拶

　

40
年
の
歩
み
の
中
で
、
大
変
な
ご
苦

労
が
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
歴
代
理
事
長
を
は
じ

め
、
会
員
の
皆
様
の
熱
意
と
ご
努
力
に
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
令
和
３
年
に
施
行
さ
れ
た
改

正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
で
は
、
65
歳

ま
で
の
定
年
年
齢
延
長
に
加
え
、
70
歳

ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
努
力
義
務

と
さ
れ
る
な
ど
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方

が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
「
人
生
１
０
０
年

時
代
」
を
見
据
え
、
働
く
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
が
、
生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実

現
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
貴
法
人
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
設
立
40
周
年

を
契
機
に
高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
益
々
ご
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ

ま
し
て
、

お
祝
い
の

言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し

た
高
槻
市
議
会
議
長
の
笹
内
で
ご
ざ
い

ま
す
。
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
公
益
社

団
法
人
高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
設
立
40
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
昭
和
57
年
の
設
立

以
来
、
歴
代
の
理
事
長
様
を
は
じ
め
、

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
ご
努
力

の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
社
会
情
勢
の
変

化
を
見
据
え
な
が
ら
年
々
業
績
を
拡
大

さ
れ
て
こ
ら
れ
、
ま
た
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
こ
の
３
年
余
り
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
い
う
、

高槻市議会議長

笹 内 和 志

市
議
会
議
長
挨
拶
　

現
代
社
会
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
厳
し
い
環

境
の
も
と
で
、
高
齢
者

の
就
労
促
進
や
生
き
が

い
対
策
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
活
動

を
継
続
さ
れ
て
こ
ら
れ
る
中
、
大
変
ご

労
苦
が
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
高
齢
化
率
は
年
々

上
昇
を
続
け
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
傾

向
が
推
移
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
高
齢
者
の

皆
様
の
地
域
で
の
ご
活
躍
が
今
後
ま
す

ま
す
求
め
ら
れ
て
お
り
、
皆
様
の
ご
活

躍
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様

や
行
政
と
連
携
し
て
、
高
齢
者
の
方
々

が
心
豊
か
に
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
構
築
に
一
層
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
40

周
年
を
契
機
と
さ
れ
、
「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
益
々

発
展
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
会
員
並
び
に
関
係
者
の

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

設立40周年
記念式典
開　　催
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令
和
５
年
６
月
６
日
（
火
）
高
槻
城

公
園
芸
術
文
化
劇
場　

太
陽
フ
ァ
ル
マ

テ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
５
年

度
定
時
総
会
に
引
き
続
き
午
後
３
時
か

ら
、
公
益
社
団
法
人
高
槻
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
40
周
年
記
念
式

典
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
が
設
立
40
周
年
記
念
事
業
委

員
会　

式
典
・
表
彰
部
会　

薦
田
優
子

部
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、

隈
部
理
事
長
の
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、

永
年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
取

引
で
功
績
の
あ
っ
た
発
注
者
様
や
事
業

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
団
体
に
対
し
感

謝
状
を
、
ま
た
、
事
業
発
展
に
功
労
の

あ
っ
た
役
員
や
80
歳
を
過
ぎ
仕
事
に
従

事
さ
れ
功
績
の
あ
っ
た
会
員
、
地
域
班

長
及
び
職
群
班
長
を
５
期
10
年
以
上
務

め
た
班
長
や
、
設
立
以
来
永
年
に
わ
た

り
職
員
と
し
て
事
業
の
発
展
に
尽
力
し

た
方
々
に
対
し
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
高
槻
市
長　

濱
田
剛
史
様
、

並
び
に
高
槻
市
議
会
議
長　

笹
内
和
志

様
、
大
阪
府
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

協
議
会
事
務
局
長　

花
野
勝
利
様
か
ら

祝
辞
を
頂
戴
し
た
の
ち
、
来
賓
の
方
々

の
紹
介
、
各
方
面
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
祝
電
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

設
立
40
周
年
記
念
事
業
委
員
会　

記
念

誌
部
会　

徂
徠
武
蔵
部
会
長
に
よ
る
閉

会
の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し
た
。

ホームページのご案内ホームページのご案内
このホームページでは、当センターに関する情報を
ご案内しています。是非一度、ご覧ください！

　

第
２
部
で
は
、
津
軽
民
謡
全
国
大
会

津
軽
三
味
線
部
門
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

で
あ
り
、
そ
の
後
も
数
々
の
大
会
で
す

ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
て
い
る
、
徳

田
恵
美
さ
ん
に
よ
る
迫
力
あ
る
ス
テ
ー

ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ホームページアドレスはこちら
https://webc.sjc.ne.jp/takatsuki-sc/

設
立
40
周
年
記
念
式
典

開
催
さ
れ
ま
し
た
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代表者：瀧井 喜代美
毎週金曜日
10時～15時
センター１階　東会議室

一針、二針、進んでいくと、
「できない」が「できる」に
変わります。
笑顔の仲間が待っています。

虹の会（手芸） パソコン同好会

私たちと一緒に牛乳パックなどを
用いた「昔ながらのおもちゃ作り」を
楽しみませんか !!
初心者大歓迎です !

クラフト同好会

おりがみ同好会 囲碁同好会 ハイキング同好会

代表者：堀 安正
毎月第１・３木曜日
13時30分～15時
センター１階　西会議室

絵画に興味のある方
風景画、静物画、人物画
いろいろあります。
是非ご参加下さい。

絵画同好会

代表者：松浦 光彦
毎月１回撮影会を実施
毎月第３木曜日　13時～16時
センター１階　大会議室

愉快に、楽しくをモットーに、
和気あいあいと活動しています。
只今新しい仲間を募集中 !
お気軽にお問合せください。

代表者：岩崎 幾久子
毎月第４水曜日
13時～15時
センター１階　東会議室

代表者：竹中 尚一
毎月第１日曜日
歩行距離　10km以内の歩行
行先等はセンター掲示板に表示

自然の中でリフレッシュ。
気軽にハイキングを楽しみませんか !

代表者：堀 安正
毎週月曜日
９時～12時
センター１階　東会議室

初心者から有段者までどなたでも！
毎週楽しく活動しています。
是非、一度お立ち寄りください。　　

あすなろ写真クラブ

代表者：小森 憲司
毎月第４火曜日
13時30分～15時
センター１階　東会議室

知恵を出し合いながら
作品作りを楽しんでいます。
気軽に立ち寄ってみてください。

代表者：長縄 正道
毎週火曜日　13時～15時
センター１階　西会議室

パソコン同好会に入会しませんか！！
お互いに先生であり生徒で、和気あいあいと
わからないことを教えあって楽しんでいます。
時々おしゃべりに夢中になって、
手が動いていないこともあります。

パソコン同好会に入会しませんか !!
お互いに先生であり生徒で、
和気あいあいとわからないことを
教えあって楽しんでいます。
時々おしゃべりに夢中になって、
手が動いていないこともあります。

：

同好会のページ

将棋に興味のある方、初心
者も大歓迎です。
一緒に楽しみましょう !!
入会希望の方は事務局まで

同好会入会の会員募集

将　棋
同好会
発足 !!
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京
都
琵
琶
湖
疎
水
分
流
に
沿
っ
て
、

東
山
山
麓
に
佇
む
銀
閣
寺
か
ら
日
本
の

道
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
散
策
路
「
哲

学
の
道
」
を
経
て
、
観
光
客
で
賑
わ
う

南
禅
寺
・
蹴
上
ま
で
じ
っ
く
り
歩
き
ま

し
た
。

　

J
R
京
都
駅
前
か
ら
銀
閣
寺
方
面
行

き
の
市
バ
ス
に
乗
り
銀
閣
寺
道
で
下
車
。

今
出
川
通
に
出
て
道
標
に
従
い
、
最
初

に
銀
閣
寺
に
向
か
う
。
銀
閣
寺
橋
を
渡

り
、
土
産
物
店
や
飲
食
店
が
並
ぶ
参
詣

道
を
2
5
0
ｍ
ほ
ど
上
る
と
、
銀
閣
寺

の
入
り
口
総
門
に
着
く
。
拝
観
は
次
回

に
し
て
、
銀
閣
寺
橋
ま
で
戻
り
、
哲
学

の
道
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
疎
水
に
沿
っ

て
青
々
と
し
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
並
木

道
を
進
む
。
小
川
沿
い
に
は
至
る
所
で
、

ア
ジ
サ
イ
が
咲
い
て
い
る
。
法
然
院
へ

の
分
岐
「
洗
心
橋
」
を
左
手
に
見
て
少

し
行
く
と
、
哲
学
者
西
田
幾
多
郎
の
歌

碑
が
あ
る
。
立
ち
止
ま
っ
て
、
し
ば
ら

く
歌
碑
に
目
を
や
る
。
一
息
入
れ
、
敷

石
を
一
歩
ず
つ
踏
み
な
が
ら
小
径
を
た

ど
る
。
流
域
に
は
夏
は
蛍
が
飛
翔
す
る
。

趣
が
あ
る
風

景
が
先
々
ま

で
続
い
て
い

る
。
安
楽
寺

や
真
如
堂
と

の
分
岐
を
通

り
過
ぎ
て
い

く
と
、
大
豊

神
社
御
旅
所

が
現
れ
る
。

そ
の
先
の
橋

を
左
に
渡
っ

富
田
十
班　　
竹
中
尚
一

J
R
京
都
駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル（
A
1
番
乗

り
場
5
・
17
系
統
）又
は
京
阪
出
町
柳
駅
前

銀
閣
寺
道
⬇
銀
閣
寺
⬇
哲
学
の
道（
銀
閣
寺

橋
⬇
大
豊
神
社
⬇
若
王
子
神
社
）⬇
永
観
堂

⬇
南
禅
寺
⬇
地
下
鉄
蹴
上
駅

平
坦　

4
，
5
㎞　

家
族
向
き

　
コ
ー
ス
案
内

て
、
ね
ず
み
の
社
と
し
て
有
名
な
大
豊

神
社
に
立
ち
寄
る
。
可
愛
ら
し
い
„
狛

ね
ず
み
“
と
対
面
す
る
。
ど
こ
か
ユ
ー

モ
ラ
ス
だ
。
境
内
を
一
巡
し
、
橋
ま
で

戻
り
若
王
子
神
社
へ
。
桜
や
紅
葉
に
包

ま
れ
た
水
路
脇
を
、
軽
や
か
に
歩
を
進

め
る
。
や
が
て
展
望
が
開
け
古
都
ら
し

い
光
景
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
か
ら
程

な
く
し
て
哲
学
の
道
の
ゴ
ー
ル
「
に
ゃ

く
お
う
じ
は
し
」
に
到
着
。
傍
ら
の
若

王
子
神
社
に
参
拝
後
、
京
都
随
一
の
紅

葉
の
名
所
永
観
堂
へ
。
白
壁
越
し
に
み

ず
み
ず
し
い
青
紅
葉
を
鑑
賞
す
る
。
次

に
、
禅
寺
で
最
も
格
式
が
高
い
南
禅
寺

へ
。
石
川
五
右
衛
門
が
愛
で
た
三
門
や

レ
ト
ロ
な
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
水
路
閣
、

枯
山
水
庭
園
を
見
て
回
る
。
圧
巻
の
景

観
だ
。
し
ば
ら
く
休
息
し
て
か
ら
、
ね

じ
り
ま
ん
ぽ
（
ト
ン
ネ
ル
）
を
潜
り
地

下
鉄
蹴
上
駅
へ
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
高
槻
か
ら
近
く
、
四

季
折
々
の
自
然
に
見
事
に
溶
け
込
ん
だ

東
山
文
化
と
京
都
な
ら
で
は
の
歴
史
遺

産
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水路閣水路閣 狛ねずみ

ねじりまんぽねじりまんぽ

銀
閣
寺
・

哲
学
の
道
か
ら

　
　
南
禅
寺
へ

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
紹
介銀閣寺総門（２月撮影）集合写真銀閣寺総門（２月撮影）集合写真

狛ねずみ

西田幾多郎の歌碑西田幾多郎の歌碑

に
ゃ
く
お
う
じ

お
お
と
よ
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大
冠
東
一
班
　
山
中
昭
弘

蚊
を
掴
み　

ふ
と
見
て
み
る
と　

逃
げ
ら
れ
た 

太
鼓
腹　

ふ
と
下
見
れ
ば　

物
見
え
ず 

あ
と
５
年　

金
婚
式
に　

出
れ
た
の
に

川
　
柳

　

発
掘
調
査
を
す
る
前
に
必
ず
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
人
に
対

す
る
畏
敬
の
念
を
表
す
こ
と
で
す
。
発

掘
に
よ
っ
て
深
い
眠
り
か
ら
目
を
覚
ま

す
死
者
の
霊
を
慰
め
、
怨
念
を
取
り
除

く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
す
。
数
々
の

果
物
や
品
物
を
祭
壇
に
お
供
え
し
、
お

坊
さ
ん
と
神
主
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
供
養
や
お
祓
い
を
依
頼
い
た
し
ま

す
。
発
掘
に
携
わ
る
者
も
一
人
一
人
祈

願
を
し
ま
す
。
こ
の
儀
式
が
済
ん
で
か

ら
初
め
て
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
こ
と
は
、
私
の
経
験
し
た

限
り
で
は
長
期
間
で
、
な
お
か
つ
広
範

囲
に
渡
る
大
規
模
な
発
掘
調
査
で
は
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

で
は
現
在
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

専
門
家
の
話
だ
と
発
掘
調
査
着
手
前
に

当
該
工
事
着
工
前
の
地
鎮
祭
等
の
催
行

が
あ
り
、
特
別
な
事
情
の
な
い
限
り
、

慰
霊
は
特
に
し
ま
せ
ん
。
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
意
外
と
皆
さ
ん

に
知
ら
れ
て
な
い
よ
う
で
す
。

　

次
に
古
墳
の
形
状
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
？
を
確
認
す
る
た
め
に
測
量
を
行

い
ま
す
。
既
に
測
量
図
面
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
数
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
。
古
墳
の
周
り
の
状
況
を
確
認
し
、

下
草
や
雑
木
な
ど
を
鎌
や
ノ
コ
ギ
リ
で

伐
採
し
ま
す
。
こ
の
作
業
が
非
常
に
苦

労
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら

箱
尺
や
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
指
示
さ
れ
た

場
所
に
あ
ち
こ
ち
と
移
動
し
ま
す
。
夏

の
炎
天
下
で
の
作
業
は
厳
し
く
、
ハ
ー

ド
な
作
業
で
し
た
。
長
い
年
月
の
間
に

土
砂
崩
れ
で
変
形
し
て
い
る
こ
と
が
多

々
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
労
力
を
掛
け
て
作
成
し

た
図
面
を
基
に
し
て
、
ど
こ
が
中
心
部

な
の
か
を
見
極
め
、
十
字
の
ト
レ
ン
チ

（
溝
）
を
入
れ
て
、
い
よ
い
よ
発
掘
調
査

が
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
50
年
程
前
の
こ
と
で
す
か
ら
、

そ
の
後
測
量
技
術
も
大
い
に
進
歩
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す

し
、
現
在
も
そ
の
当

時
の
ま
ま
行
わ
れ
て

い
る
と
は
考
え
に
く

い
と
こ
ろ
で
す
。

（
次
号
に
続
く
）

古
墳
の
発
掘
こ
ぼ
れ
話

あ
れ
こ
れ
❶

会
員
の
ひ
ろ
ば

会
員
の
ひ
ろ
ば

　

ご
家
族
・

お
友
達
・
ご

近
所
の
方
、

ど
な
た
で
も

ご
参
加
で
き

ま
す
の
で
、

お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
是

非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
：
令
和
５
年
10
月
12
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　

10
月
13
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
：
高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階　

展
示
ホ
ー
ル

　
　
　

（
高
槻
市
桃
園
町
２
ー
１
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
を
大

募
集
!!
書
道
、
写
真
、
絵
画
、
手
芸

品
、
工
芸
品
な
ど
自
慢
の
作
品
を
展

示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

応
募
締
切
：
８
月
31
日（
木
）

応
募
方
法
：
別
紙
「
作
品
出
展
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
事

務
局
に
提
出

　

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

作
品
大
募
集

高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

阿
武
野
五
班

井
上
正
信
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植
木
剪
定
講
習
会
に
つ
い
て

配
分
金
に
含
ま
れ
る

消
費
税
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

　

令
和
５
年
９
月
20
日（
水
）

　

雨
天
の
場
合
は
21
日（
木
）

午
前
：
座
学

　
　
　

高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

午
後
：
実
技

　
　
　

史
跡
嶋
上
郡
衙
跡
附
寺
跡

　

持
ち
物
は
、
筆
記
用
具
、
弁
当
、
お

茶
。
服
装
は
、
動
き
や
す
い
も
の
。

　

申
込
み
は
、
事
務
局
（
６
８
１
・
２

７
５
１
）
ま
で
。

　

当
日
、
都
合
が
つ
か
な
い
方
で
興
味

が
あ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

《
講
習
の
内
容
》

　

草
刈
機
械
を
使
っ
て
の
就
業
を
お

考
え
の
方
に
必
要
な
講
習
会
で
、
座

学
と
現
場
で
の
実
技
講
習
を
実
施
し

ま
す
。
座
学
で
は
機
械
の
仕
組
み
や

安
全
に
つ
い
て
学
び
、
実
技
で
は
、

実
際
の
仕
事
現
場
で
道
具
の
使
い
方

を
確
認
し
つ
つ
、
仕
事
の
体
験
を
し

ま
す
。
受
講
修
了
者
は
、
草
刈
機
械

を
使
っ
て
の
就
業
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

草
刈
機
械
講
習
会
開
催

座学講習実技講習 座学講習実技講習

●
編
集
後
記
●

　

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
３
年
以
上
も

私
達
を
苦
し
め
、
日
常
生
活
や
価
値
観
を

も
大
き
く
変
え
て
し
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
、
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
と

引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
い
私
達
の
生

活
も
少
し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
５
類
に
な
っ
た
と
は
言
え
ま
だ

ま
だ
感
染
力
は
強
い
の
で
、
「
う
が
い
・

手
洗
い
・
栄
養
・
休
養
」
を
心
が
け
、
病

気
に
な
ら
な
い
身
体
作
り
を
心
掛
け
た
い

も
の
で
す
。

　

本
年
も
各
地
域
で
の
大
き
な
地
震
や
、

こ
れ
迄
経
験
し
た
事
の
な
い
豪
雨
に
依
る

水
害
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

起
こ
り
う
る
自
然
災
害
に
備
え
、
常
日
頃

か
ら
意
識
を
高
め
準
備
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
う
れ
し
い
話
題
と
言
え
ば
、

今
年
も
大
谷
選
手
と
藤
井
聡
太
さ
ん
の
活

躍
で
す
。
大
谷
選
手
は
W
B
C
で
投
打
に

活
躍
さ
れ
、
全
員
が
一
つ
に
な
っ
て
日
本

チ
ー
ム
を
世
界
一
に
導
き
ま
し
た
。

　

藤
井
聡
太
さ
ん
は
前
人
未
踏
の
最
年
少

で
の
タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
が
「
我
が
街
」
高
槻
を
歩
か
れ
、

そ
し
て
感
じ
た
で
あ
ろ
う
高
槻
の
風
を
、

私
達
も
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
と
て

も
誇
ら
し
く
思
え
ま
す
。

　

夏
本
番
の
季
節
到
来
、
残
暑
厳
し
き
折
、

水
分
補
給
に
心
が
け
熱
中
症
に
負
け
ず
、

元
気
で
今
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
会
報
編
集
委
員
会

　
　

長
縄　

正
道　
　

森　
　

和
子

　
　

石
谷　
　

壽　
　

田
中　

之
彦

　

植
木
剪
定
講
習
会
に
つ
い
て
は
、

年
に
１
回
（
２
月
）
実
施
し
て
い
ま

す
。
植
木
剪
定
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

講
習
会
前
で
も
就
業
体
験
が
可
能
で

す
の
で
事
務
局
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
支
払
い
し
て
い

る
「
配
分
金
」
は
「
賃
金
」
で
は
な
い

た
め
、
10
％
の
消
費
税
が
内
税
と
し
て

含
ま
れ
ま
す
。
本
来
、
個
人
事
業
主
で

あ
る
会
員
の
皆
さ
ま
が
受
け
取
っ
た
こ

の
消
費
税
は
、
ご
自
身
で
税
務
署
に
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
消
費
税
法
上
、
課
税
売
上
金

額
（
配
分
金
や
他
の
個
人
事
業
収
益
の

総
額
）
が
年
間
１
千
万
円
未
満
の
場
合

は
免
税
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
会
員
の

皆
さ
ま
は
消
費
税
を
納
め
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

逆
に
、
自
ら
の
意
思
で
「
適
格
請
求

書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
発
行
事
業
者
登
録

番
号
」
を
取
得
し
課
税
事
業
者
に
な
っ

た
場
合
は
、
ご
自
身
で
消
費
税
を
申
告

し
納
税
す
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

な
お
、
セ
ン
タ
ー
配
分
金
の
他
に
収

益
等
が
あ
り
、
課
税
事
業
者
に
登
録
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
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